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序文

本遺跡の所在する成田市には、著名な成田山新勝寺をはじめ多くの文化財が所在しています。

市の西方は印漏沼に面し、豊かな自然に恵まれてきたところであり、埋蔵文化財の豊富に所在

する地としても知られております。近年は新東京国際空港の開港に伴い周辺地域の整備が望ま

れている今日です。このような状況から、千葉県住宅供給公社では成田市三里塚に約13万m'の

宅地造成を計画しました。このため県教育庁文化課が宅地造成地内の遺跡の分布調査を実施し

たところ、縄文式土器や土師器等の埋蔵文化財包蔵地の所在が確認され、その取扱いについて

関係機関と協議した結果、記録保存の措置も止むを得ないとの結論に達し、造成工事に先行し

て発掘調査を実施することとなりました。

発掘調査は、当文化財センターが委託をうけ、途中、中断はありましたが、昭和55年度から

同56年度の二か年にわたり確認調査及びそれに基づく本調査を実施しました。

調査では、先土器時代の石器群が13か所にわたって検出され、その他に縄文式土器や土師器、

さらに近世の牧に関連して構築されたと思料される溝や堀も発見されました。

この度、これらの成果を本報告書として刊行することとなりましたが、なかでも、先土器時

代の発掘資料については、すでに周辺で発見されている資料と比較検討することにより北総地

域の先土器時代文化を一層明確にし得る資料と思われます。本報告書か‘学術資料としてはもと

より社会教育、学校教育の教材として郷土の文化を理解するうえで活用されることを願って止

みません。

最後に、現地での発掘調査に御協力いただいた地元の方々、及び、成田市教育委員会ならびに

千葉県住宅供給公社の関係各位等に対し深〈感謝申し上げる次第です。

昭和57年 9月

財団法人千葉県文化財センター

理事長今井正
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1 .本書は、成田市三里塚団地建設に伴い調査された三生議晶蕩遺跡、の発掘調査報告書てある。
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第 1章調査の方法と経過

三里塚馬場遺跡の調査は昭和55年度事業として、同55年4月1日から調査に伴う準備作業を

開始した。 5月1日からは現地にて環境整備を始め、本格的調査には 5月6日から入った。

当初昭和55年度における調査は、 127，100m'に及ぶ遺跡全体の確認調査が目的であった。そ

のため調査方法は、グリッド法を基本として トレンチ法を併用し、遺跡の性格・範囲を捉え

ることとした。

調査区域は、広範で・あり飛地も存在していたことから、公共座標を基に全体に20m方眼網を

設けこれを大グリッドとした。さらに大グリッド内を 4mX4mの小グリッド25個に分割した。

また、便宜上調査区域を I-V区に分けた。トンレチは、大グリッドごとに東側に幅 2m、南に

長さ18m、北側に幅2m、西に長さ 16mの可状に設定した。このトレンチにより上層の確認を行

い、状況に応じて 2mX4mのトレンチを設け下層の確認を実施することとした。

調査は、 11区からトレンチの発掘を開始し、 6月末に I区を併せて終了した。 7月1日には

III区に移動し、 8月13日に終了した。この結果、 11区において 1個所、 III区において 3個所の

本調査対象地点を確認した。しかし、この時点で計画に変更が生じ、 W ・V区は調査対象から

除外され、新たに 1'区・ 11'区の確認調査と、 II区の本調査が加えられた。これにより 8月14

日から終了地区の埋戻しを行い、 8月21日から 11区の本調査(第 1地点)と並行して 1'区・11'

区の確認調査を開始した。本調査は、 9月末日までを要し、第四層に 3個所の石器集中地点を

検出・発掘し、 55年度の調査を終了した。結果的には約84，000m'についての確認調査と、約

1，200 m'の本調査となった。

第二次調査は、昭和55年度の確認調査の結果から、 3地点約 6，000m'の本調査を実施するこ

ととなり、 56年 4月1日から作業に入った。

4月8日からは第 3地点の調査を開始し、堀状遺構を発掘し 5月27日に本地点を終了した。

続いて 5月28日から第 2地点、第4地点に、幅2m南北に長さ16mのトレンチを大グリッド内

に各 2本ずつ設定し、第11層上面まで掘り下げた。その後 2地点の表土を重機によy除去した。

この間第4地点で第11層上面で石器の出土があり、その出土範囲のみ先行して調査を実施した。

これ以降遺構の調査は、土層観察用のベルトを残すか、遺構の半分を掘り下げ、土層観察後

全掘した。また、先土器時代の調査は次のように行なった。第 2地点では、 2mX4mのトレ

ンチを 6mごとに、第4地点は、第III層まで全堀の後大グリッド内に 4mX4mグリッド 4個を

設定し、下層の確認を行った。そして、石器の出土が認められた地点について拡張する方法を

とった。

6月17日からは第 2地点の調査に移行し、 001-004号跡の遺構と、石器集中地点 3個所の精

査を行った。 7月27日に第4地点に移り、 006号跡と、先に調査した石器集中地点 l個所の他



に、第III層で 2地点、第W層下位から第四層最上面で2地点、第四層で2地点の石器集中地点

を検出した。各地点とも出土遺物量は少量で、あった。 9月29日に第 4地点の調査を終え、 9月

30日に現場撤収を完了し、遺跡における作業を終了した。

2-
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第 2章遺 跡

第1節地理と周辺遺跡

下総合地は、千葉県北部に広大な面積を占める洪積台地である。一見平坦そうな台地の中に

は、東は太平洋、西は東京湾、北は利根川へと注ぐ中小の河川が複雑に入り組んでいる。これ

ら河川によって、台地には樹枝状に小支谷が刻まれ、極めて数多くの舌状台地が形成されてい

る。そのような地形的概観を呈する下総台地のほぽ中央に成田市は位置する。

遺跡は成田市三里塚字馬場 289他に所在する。この周辺は、市西方の印施沼へと注ぐ高崎川、

利桜川水系の根木名川、太平洋水系の栗山川支流高谷川、木戸川の源を発する地に当たる。こ

のように、成田市東部の遺跡付近は、各水系の分水界部となっている。そのため台地は、あま

り開析をうけず、平坦部を多〈残している。

山武郡成東町に河口をもっ木戸川は、その最上流で、調査区の11区と W区との聞を北東に入

る谷と、 III区の中聞を北西に向かう谷とを形成している。今回調査した 4地点のうち、第 l地

点は北東に入る谷に面する緩やかな斜面に立地する。第 2地点は、北西に入る谷の北側で南に

面する。第 3地点は、谷部に当たり、調査の際僅かに湧水を認めた。第 4地点は、谷の南側の

平土担日

遺跡内の標高は、 34mから40mで、調査前は畑地や栗林、荒地となっていた。

遺跡の北側には成田空港が建設され、その周辺も環境を変化させている。こういった状況の

中で、発掘調査きれ、過去の人々の生活跡を明らかにした遺跡も存在している。次にこれらの

遺跡について概観しておきたい。

三里塚を中心とした地域の、調査された遺跡の特色として、先土器・縄文時代の遺跡、が多い

ことが揚げられる。第 2図中の遺跡は、空港工事に伴い調査された遺跡が多い。 2は空港用地

内に所在するNO.55遺跡であり、以下 3=No目13遺跡、 4=No.6遺跡、 5=No. 5遺跡、6=No. 3遺跡と
(，t!1) (<1， 2) (oi13) (註 4) (註 5) 

なっている。特に昭和45年に調査されたNO.55遺跡は、下総台地では画期的といわれた楕円形石

器を出土した遺跡として知られる。二次調査として昭和51年に実施したNO.5遺跡では、ソフト

ローム層中から石材に安山岩を主にする石器群が出土している。同52年に行ったNo.6遺跡で

は、ハードローム層中から、スクレイパーを中心とする石器群が検出されている。

高崎川上流の印施郡富里村にも先土器時代の遺跡が多〈存在している。 7は、東内野型尖頭

器と呼ばれる特徴的な石器を出土した、東内野遺跡である。下総台地の先土器時代の遺跡とし
{詰 6) 

ては、定形的な石器出土量が極めて多く、特異といえる。東内野周辺には石槍を多数出土した

南大溜袋遺跡をはじめ、 8の久能下池田遺跡、北大溜袋遺跡等がある。
(註 7) (註 8) (証 9) 

上述した先土器・縄文時代を中心とする遺跡を囲むように、古墳時代の遺跡が所在している。

-4 



140' 141' 

36' 

35' 

1 三里塚馬場遺跡

2.成田空港用地内No.55遺跡

3. 同 No.13遺跡

4. 同 No.6遺跡

5. 同 No.5遺跡

6. 同 No. 3遺跡

7.東内野遺跡

8.久野下池田遺跡

9. 日吉倉遺跡

10.東和田遺跡

11.川莱台古墳群

第 2図遺跡周辺地形図
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古墳・集落を構成していた、 9=日吉倉遺跡;1lp=刺 IHU立時7111!I二川府IliiJiWRP接した

遺跡が立地Lている。また、北西には成回ニユ一タウン内遺瑚跡削、ftf市欣:?ポ古?2rl;ふ!

毛平高台遺遺.跡跡、が存在する。

木戸川流域、特に山武郡芝山町周辺では、縄文~古墳時代の複合遺跡が密に分布する。しか

し、今日のところ先土器時代の遺跡については、その実態が明らかでない。いずれこの流域の先

土器時代についても、研究される機会がもたれるであろう。その発端として、木戸川最奥部の

本遺跡、を調査したことは、一つの意義があったと思われる。

参考文献

(註 1) 古内茂他 'No.55遺跡J r三里塚』 財団法人千葉県北総公社 {昭和46年)

(註 2) 中山吉秀 'Nn13遺跡」 前掲『三里塚』所収

(註 3) 野口行雄他 'No.6遺跡J Ii木の根』所収 財団法人千葉県文化財センター(昭

和56年)

(立 4) 古内茂他 'No.5遺跡」前掲『木の根』所収

(註 5) 渡辺智信他 'No.3遺跡」 前掲『三里塚』所収

(設 6) 戸田哲也・篠原正他 『東内野遺跡発掘調査概報』第一次・第二次・第三次 東内

野遺跡発掘調査団 (昭和52・53・54年)

(註 7) 戸田哲也 「千葉県南大溜袋遺跡の調査J Ií考古学ジャーナル~ NO.78 (昭和48

年)

(註 8) 篠原正他 r久能下池田遺跡』 日本文化財研究所 (昭和52年)

(註 9) 篠原正 『北大溜袋遺跡発掘調査報告』 北大溜袋遺跡発掘調査会 (昭和55年)

(註10) 栗本佳弘 「日吉倉遺跡J Ii東関東自動車道(千葉一成回線)関係埋蔵文化財発

制調査報告書』 千葉県文化財保護協会 (昭和46年)

(註11) 栗本佳弘 「東和田遺跡」 前掲『東関東自動車道(千葉一成回線)関係埋蔵文化

財発掘調査報告書』所収

(註12) 小川和博・工藤英行 「川栗台古墳群発掘調査報告書J (1) Ii成田市の文化財』

第10輯所収成田市教育委員会 (昭和54年)

(註13) 白石竹雄・天野努 『公津原 II~ 千葉県教育委員会 (昭和56年)

(註14) 谷旬・奥田正彦 『成田新線建設事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 財団法人

千葉県文化財センター (昭和55年)
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第 2節遺跡の概要

本遺跡は、調査前の表面採集で、石銑や縄文式土器の小破片を採集することができた。この

ことから、縄文時代の遺構・遺物の検出を予測した。しかし、二次の調査の結果、時期不明の

遺構と、先土器時代の遺物を出土する遺跡、であることが明らかになった。

4地点で検出された遺構・遺物の概要は、次のとおりである。なお、:fi器集中地点の A-M

については、整理の段階で上層から任意に付した。

-第 l地点 (第 3図)

第四層で 3個所の石器集中地点を検出。

H=剥片類・石核。

1 =ナイフ形石器・剥片類。

Jニスクレイパー・チョッピングトウール・チョソノ Vー・剥片類。

・第 2地点 (第 4図)

001-004号跡の遺構と、第N-VI層で F.G、第四層でKの石器集中地点を検出。

001号跡=陥穴状土墳。

002・003号跡=竪穴状遺構。

004号跡=溝状遺構。

F=スクレイパー・剥片類。

Gニ剥片類。

K=スクレイパー・最Ij片類。

-第 3地点=005号跡 (第36図)

中央にピットを配する堀状遺構を検出。

・第 4地点 (第 5図)

006号跡と、第III層に A ・B・C、第N-VI層で D・E、第四層でL.Mの石器集中地点を

検出。

006号跡土陥穴状土墳。

A=細石刃・細石刃核・ナイフ形石器・スクレイハー・最Ij片類・石核。

B=尖頭器・ナイフ形石器・剥片類。

c=ナイフ形石器・争Ij片類・石核。

D二条Ij片類。

E=争IJ片類。

L=剥片類・敵石。

M=争Ij片類・石核。

以上が 4地点で検出された、遺構・遺物の概要である。
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第 3節 層位 (第 6・7図)

本遺跡における土層の識別は、周辺の遺跡との統ーを計り、基本的には武蔵野台地の呼称に

近づけて行った。しかし、ローム層の堆積カ、薄〈、明瞭に分層することは困難で、あった。

第I層 表土撹乱層。耕作土である。 15-30cmの厚さ。

第II層 暗褐色土層。第 1-3地点の斜面部での遺存は僅かである。平坦部で20-30cmの厚

きがある。

第III層 賞褐色軟質ローム土層。いわゆるソフトローム層でああ。第 1・2地点では薄乙な

っており 、第 4地点の平坦部で30cm前後の厚きがある。

ハU
1
1よ



第N-Y層 褐色硬質ローム土層。第W層はいわゆるハードローム層である。武蔵聖f台地に

おける立川ローム層の第 1黒色帯に相当する層は、千葉県では、西側の一部を除い

ては、土層の色調によって識別することは難しくなっている。本遺跡においても第

N層と第V層との分層は不可能で‘あるが、 一応第V層の存在も考えられるため、第

N-Y層とすることにした。

第VI層 明黄褐色ローム土層。硬質で上 ・下の層より明るい。姶良丹沢ノfミスを含む層と思

われる。斜面では、本層の下位までソフト化される。厚さは平土日部で20cmほどであ

る。

第四層 暗褐色ローム土層。立川ローム層の第 2黒色帯に相当する。赤褐色 ・黒褐色のスコ

リアを含み、粘性をもっ。

第四層 褐色ローム土層。立川ローム層の最下層。第四層との境は明確でない。第四層下位

で粘性が弱くなり、スコリアも減少してくる。そ、こを 分層の目安とした。

第区層 時灰褐色ローム土層。武蔵野ローム層の最上層。やや粘性があるものの、しまりは

弱く、さくさくとした感じである。

以上が遺跡内の標準的な層序である。

37.50m 

36.50m 

X 25-09グリッド南壁

第 6図標準土層(1/20)
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39.0m 

G 18-01 

G 20-01 

37.0m 立

G 21-01 

36.0m 

①第 1地点南北ライン

W26-01 

W25-01 

立

36.0m 

②第 4地点南北ライ ン
35.0m 

第 7図遺跡内土層柱状図
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第 3章検出した遺構と遺物

第 1節先土器時代

先土器時代の遺物は、単独で出土する例もあるが、一定の範囲の中に集中して出土する場合

が多い。本遺跡でも出土点数は少ないが、こういった出土状況を捉えることができた。このよ

うな石器集中地点は、ブロック、ユニット等と称されるが、ここでは、ブロックという用語を

使用した。

二次の調査の結果、 3地点で13のブロックを検出した。第III層で 3個所、第N-VI層で4個

所、第四層で 6個所である。

検出きれた各フーロックの出土状況と、出土遺物は以下のとおりである 0

・Aブロック (第 8・9・10・11図)

本ブロックは、 III区を北東に入る谷の南側で、平坦部の縁辺に当たる X25内に位置する。 X

25-17グリッドを主に東西約14m、南北約10mほどの範囲に出土した。出土状況は、あまり密

集した様子ではなかった。遺物は、第II層中位から第III層下位にかけて出土したが、その多く

は、第III層上位から中位の間での出土であった。第11図の土層断面図は、谷寄りの東西ライン

であるため、平担部の遺物出土層位は正確に投影されていない。

出土遺物総数は56点である。これは第III層で検出したブロックの中で最多である。遺物は、

細石刃核 l点、細石刃21点、ナイフ形石器 2点、スクレイパー 1点、最IJ片類26点、残核 4点、

磯片 l点で、石材別では、チャート 43点、安山岩12点、凝灰岩 l点となる。

細石刃核(1 ) 円柱形を呈する細石刃核で、二方向からの剥離で打面が調整される。細石

刃は、打面調整を丁寧に施した面のある側から主に剥離きれる。チャート製である。

細石刃(2 -22) すべてチャート製である。石材の質感・色調からみて、 l以外の細石刃

核より剥離されたと思われる細石刃も数点存在する。完存するのは 2-8の7点で少数である。

2-4には横からの剥離痕が認められ、剥離開始初期での所産と考えられる。 9-15はいわゆ

る尾部を欠損している。 16は頭部と尾部の中間であり、 17-22は頭部を欠いている。

ナイフ形石器(26・27) 2点とも安山岩の横長剥片を素材にしている。 26は、自然面を残

す横長剥片の打面側に調整を加えている。先端部を欠損し、残存器長4.7cm、器幅2.2cmo 27は、

先端部の片縁に僅かに調整を施し、ナイフ形石器としている。小形で器長3.0cm、器幅1.4cmて、

ある。

スクレイパー(28) 自然面を残す剥片の片縁に刃部を作り出す。サイドスクレイパーの一

種であり、尖頭削器と称される器種に近いと考えられる。安山岩製であるが、本ブロックで検

出した他の安山岩と、質を異にしている。器長5.1cm、器幅2.5cm。
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剥片類 (29-33・35・39-47) 石核から連続して剥離されたような、定形的な剥片はない。

母岩も数個存在していたと考えられる。 29-33・35はチャート製である。 29-31には使用痕が

認められる。 39-47は安山岩製である。自然、面を残すものが多く、質・色調が近似している。

石核 (34・36・38) いずれもチャートの残核である。打面は剥離した面を使用し、移動し

ながら剥離を繰り返したと思われる。

接合資料(25・38・47) 25はlの細石刃核に23・24の剥片が接合したものである。 23は、

打面調整で生まれた剥片である。 24は、細石刃核自体を調整するため、その工程の初期に剥離

された剥片である。 24の剥片が剥離された後、その面を使用して細石刃は剥離されていない。

検出した21個の細石刃の中で、細石核と接合した例は存在しなかった。 38は、 37の剥片と石核

が接合した資料である。 37を含む石核から l枚の剥片が剥離され、それから37の小片が剥がさ

れている。 47は、 2点の剥片が接合したものである。この 2点の剥片の打点は近接している。
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第 1表 細石刃一覧表

No 器長 申面 厚さ 備 考 No 器長 幅 厚さ 備 考

2 15.0 4.3 1.9 j工会じ・ 存 13 11.4 6.2 1.2 尾 部 欠 損

3 14.0 4.3 2.0 今 14 17.0 6.4 1.3 。

4 13.4 5.2 2.4 ク 15 12.5 6.5 1.3 " 
5 14.4 6.4 1.5 " 16 9.9 6.2 0.9 中間部

6 16.4 3.9 1.6 。 17 15.8 4.9 1.1 頭 部 欠 損

7 12.5 5.1 1.0 今 18 11.0 6.0 l.2 。

8 14.9 5.2 1.5 イシ 19 10.0 5.0 2.3 " 
9 11.8 6.9 1.2 尾部欠損 20 12.0 3.8 1.4 。

10 10.8 5.9 1.0 φ 21 13.7 7.3 1.6 。

11 11.0 4.8 1.3 今 22 8.0 3.5 1.0 " 
12 9.2 4.9 1.0 ゐ

(単位 mm) 

• Bブロック (第12・13図)

本ブロックは、第 4:t也点の台地先端部から南へ30mの平土日部に位置する。 X26-05グリッド

を主に東西約 6m、南北約 4mの範囲の中で散発的に出土した。出土層位は、第II層から第III

層中位である。第III層の遺存度は比較的良好である。

出土遺物総数は13点と少量で、ある。 Aブロックと層位的には近いが、細石刃を含まなし、。石

器は、尖頭器 l点、ナイフ形石器 1点、剥片類11点である。石材別に分類すると、メノウが11

点で最も多く、安山岩 1点、その他 1点となる。

尖頭器(1 ) 縦長剥片の素材の表面のみを調整した片面加工の尖頭器。断面は三角形を呈

する。片面の加工は中央にまでは達せず、一部に自然面を残す。安山岩製。器長4.1cm、 器幅

1.8cm。

ナイフ形石器(2 ) 両縁に小さな加工痕をもっ。表の左側縁にプランテイングが施されて

いる。メノウ製の縦長剥片を使用する。器長2.3cm、器幅 1.lcmと小形なナイフ形石器である。

剥片類 (2-11) 母岩を同ーとすると思われるメノウ製の剥片である。 3には加工痕が認

められる。 5は鋭利な片縁に使用痕がある。この他には小制片が出土している。

接合資料 (11) 2点の剥片が接合した。この 2点の剥片は、同ーの打面から剥離されてい

る。打面は一定していたとは考えられず 11の表面には、別方向から数枚の剥離面が観察され

る。

.cブロック (第14図)

本ブロックは、第 4地点、谷の南側平坦部先端に当たる、 W25グリッド内で検出された。東

西約 6m、南北約 8mの範囲の中に散発的に出土した。出土層位は第III層上位であるが、まと

まりが弱〈、石器集中地点とするには問題がある。接合資料も含まれるため、一応一つのブロ

ックとして考えた。
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第13図 Bプロック遺物出土状況(1/80)
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出土遺物総数は 6点である。石器は、ナイフ形石器 1点、剥片類4点、石核 1点である。石

材別では、チャート 3点、メノウ l点、砂岩 l点、石英 l点となる。

ナイフ形石器(1 ) 縦長剥片の片縁を刃部とし、もう一方の縁すべてに小さな調整を施し

ている。調整角度が小きいため、サイドスクレイパーとみることも可能でいあろう。チャート製。

先端部を欠損する。残存器長5.1cm、器幅2.4cm。

剥片類 (2-4) 2は砂岩で表面が磨滅する。 3・4はチャート製である。

石核(5 ) 石材は石英で自然面を多〈残す。剥片が剥離されているのは 2面であるが、打

面が残らないため、打面が存在した側は、一見刃部を作り出しているかのように、端部が鋭く

なって残存している。
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接合資料(6 ) 3・4点の剥片が接合した。この 2点の石材と、 Aブロック出土の細石刃

核、第33図 2の尖頭器の石材とは酷似する。接合したのは本フ。ロックの 2点のみであるが、こ

れらは同一母岩から作出された可能性が強い。

以上 3ブロックが、第III層で検出されたものである。いずれも第 4地点での検出であった。

'Dブロック (第15図 1-5 ) 

本ブロックは、第 4 地点の平土日吉~X25グリッド内に位置する。厳密には、 X25-04 クリッド

近辺のグループと、 X25-14グリッドを中心とするものに分離することができる。一応一つの

まとまりとすると、東西に約14m、南北約 4m範囲をもっ。出土は散発的である。出土層位は、

ハードローム層下位から第四層上位である。立川ローム層の第 1黒色帯に帰属すると考えられ

る。

く玄ここコ 1X 25-0301 
X25-0401 

乙::::::，..6

く露呈診

V 

@QC5 
X 25-0901 

~<J63弘
X25-1403 

回事 J
附

khH 。T2540 。 5cm 

第15図 D・Eブロック出土遺物(1-5=D・6-8 = E) 
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出土遺物総数は 8点である。剥片類 7点、石核 l点である。石材別ではメノウ 5点、頁岩 2

}，¥、黒曜::[i1点となる。

剥片頼 (1-4) 1は折断された剥片が、約50cmの間隔を置いて出土し、接合したもので

ある。 2は部分的に加工痕が認められる。 1-3の石材はメノウである。 4は本遺跡では出土

数ヵ、少ない黒曜石の剥片で、自然、面を残している。

石核(5 ) 舷損したと考えられる小破片が 1点接合する。図上方の打面ーからは 2枚の剥片

が剥離されている。頁岩製の残核である。

• Eブロック (第15図 6- 8) 

本ブロックは、第 4地点の平が1.部、 Y25-09クリッドに位置する。

出土遺物総数は 4点と少量である。調査区域外の西方に広がる可能性がある。出土層位は D

ブロックとはほ、同様である。孝Ij片類が3点で、石核が l点である。 6はメノウ製剥片、 7はメ

ノウの石核、 8ともう l点は頁岩の剥片である。

. Fフロック (第16図 1-5・第17図)

.み;フ4 ロックは、第 2地点の南向緩斜面T21-01クリッドに位置する。同グリッドを主に、直

径 4mほどの範囲に出土した。本地点の大部分は、表土層下に第Il層が僅かしか遺存せず、第III

層もハードローム層がソフト化されたような状態で、薄〈堆積する。第17図中の土層断面では、

第羽冒に出土層位が投影される。発掘時の平面的な観察では、ハードローム層下位に帰属する

と思われた。

出土遺物総数は35点である。これは、ほぼ同様な層で検出された 4ブロック中最も数が多い 3

石器は、スクレイパー l点、剥片類34点である。出土総数に比して定形的な石器が 1点と貧弱

である。石村別では、玄武岩24点、黒曜石 5点、チャート 4点、頁岩 l点、砂岩 1点となる。

スクレーパー(1 ) 1点剥片が接合したため、製作過程の一端を知り得る資料となった。

器種としては、エンドスクレイパーとしてよいであろう。接合した剥片の剥離後、両縁に調整

が施される。これは、エンドスクレイパーに再調整を施し、略楕円形を呈する、ラウンドスク

レイパーに再製しているとも考えられる。器長3.Ocm、器幅1.9cmである。

剥片類(2 -5 ) 剥片類の多くは、小剥片か屑片である。 3は上縁に調整痕が認められ、

lの調整剥片と考えられる。石材はチャート。 5の石材は玄武岩である。本ブロック出土の剥

片類は大部分が玄武岩製である。

接合資料(1・2) 1については前述したとおりである。 2は 1点の剥片が折断され、二

つに分かれていたものが単に接合した資料である。ところがその-方は、本フ守ロックから出土

したものではなく、 16mほど離れた Gブロックから出土している。両ブロックの同時期存在を

証明する資料であろう。
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. Gフロック (第16図6・ 7) 

二本7"ロックは、 Fブロックの南東16mのS21-14クリッド付近に位置する。東西に約 4m、

南北約 6mの範囲に散発的に出土した。出土層位は Fブロックと同様で、ある。

出土遺物総数は11点である。すべて剥片類の小規模なブロックである。石村は砂岩 5点、黒

曜石 4点、貞岩 2点となっている。

争Ij片知(6・7) 6には小さな調整痕が認められ、スクレイパー的な使用が考えられる。

6 ・7とも石村は頁岩である。他は小剥片がほとんどである。

以上 4ブロックが、立川ローム層の第 1黒色帯に相当するであろう層位から、第 2黒色帯に

当たる第四層最上面で検出されたものである。

. Hブロック (第18・19図)

本ブロックは、 II区第 l地点で検出された。第 l地点は、北東に入る谷に面するため、南東

に緩やかに傾斜する。さらにその地形を詳細にみると、西にも小さな谷が入り込むことカ、分か

る。本地点はこの両方の谷にはさまれ舌状を呈している。 3個所の石器集中地点がこの小舌状

部で検出された。本ブロックは、この 3個所の内で最も北側で、緩斜面の上方に位置している 3

出土範囲は、 F18-12グリッドを中心に、東西約 5m、南北約 3mである。散発的な出土状

況である。本フロック周辺は、表土層が薄く、第II-III層の遺存が非常に悪くなっている。第

W層~羽層上位にかけても、ソフト化が進んでいるといった状況である。石器出土層位は、立

川ローム層第 2黒色帯に当たる第四層である。主に中位から下位の聞に出土した。

出土遺物総数は12点である。剥片類11点、石核 l点で定形的な石器は含まれない。石材別で

は、砂岩 6点、安山岩4点、泥岩 2点となる。

剥片類(1 -5) 規則l性をもっ定形的な剥片は存在しなし、。 1-3はいずれも小形で、そ

れぞれ自然面を残す、 lには一部分に調整痕が認められる。石材は安山岩である。 4. 5は砂

岩で自然面を残す。他にはj尼岩の小剥片等カ、あるが、表面が磨滅している。

石核(6 ) 5の剥片が接合した。この接合した面には各方向からの剥離が観察され、他に

2枚の剥離面が践る。表面は自然面である。周辺のうち最も縁の角度が鋭くなっている部分に

は使用痕が認められる。

. Iフロック (第20・21図)

本フ引ロックは、 Hブロック南約30mに位置し、本地点の 3個所の石器集中地点の中間に当た

る。 F20-21グリッドポイントを中心に東西約 4m、南北約 8mの範囲の中に散発的に出土し

た。

遺物出土層位は、表土上面から僅か40cmて、達する第四層の第 2黒色帯である。 Hブロックと

層位的に近いと考えられる。第四層との境が不明瞭であるため、断定はできないが、一部の出
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土は第四層上面に当っていたかと思われる。
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5cm 

出土遺物総数は17点である。石器は、ナイフ形石器 1点、剥片類16点となっている。石材別

では、安山岩10点、チャート 4点、泥岩 3点となる。第四層で検出された 6個所のブロックの

中で、石材にチャートを用いる石器を含むのは、本ブロックが唯一である。

ナイフ形石器(1 ) 縦長の安山岩製剥片に調整を施し、ナイフ形石器としている。調整は、

基部裏面の左側と、先端部の表に施されるが、両部位の調整とも剥離角はノj、きく、また、調整

が大まかといえる。先端部を欠損するため、全体については不明である。残存器長は 3.9cm、

器幅は 1.9cmである。

剥片類 (2-11) 2-6の剥片は安山岩製である。規則性をもっ定形的なものは含まれず

小形て、ある。 6は自然面を打面としたことが観察される。 2-5の石材は、質感・色調等が近

似している。 7-10はチャート製の剥片である。 7-9は、質が近似している。 7の左側面に

は自然、面を残す。 8は先端部が折断され、欠損する。残存する右側縁の下位に、僅かな連続し

27-



た調繋肢が認められる。全体が残らないため、断定はできないが、ナイフ形石器であったとも

J5えられる。 9は凶]側触の中位から下位にかけて、小きく使用痕を残している。断面は三角形

を主し、 Ti刃と呼べる孝Ij八である。 10は自然凶iを残し、他の 3点のチャートとは質を異にする。

11・12・の石村は山岩である。軟質なTi村であるため、表裏とも磨滅が著しし、。 11の一部には

t'!i然、出が残る。
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• Jブロック (第22・23・24閃)

本ブロックは、第 1地点で検出されたブロック中、最も南に位置する。小舌状部の先端ーであ

り、谷に近い場所である。 G20-05グリッドポイント付近を中心に、南北に約 6m、東西に約

5 mの範囲に出土した。出土状況は、比較的集中した様子を呈する。数点の遺物が、この範囲

から離れて出土したが、これらも本7-ロックに帰属すると考えた。また上記の範囲内でも、二

つのまとまりを捉えることが可能である。一つは、剥片類を中心として、スクレイパーを含む

まとまりである。もう一つは、喋器を中心とする小さなまとまりである。

遺物は、第四層上位から出土し始めるが、主に出土したのは、中位から下位にかけてである。

一部は第四層からの出土であったと思われる。本フホロックの南側では、第四層上面までソフト

化きれる場所がある。

出土遺物総数は78点である。これは今回の調査で検出したブロック中最多数となった。

遺物は、スクレイパー状石器4点、チョッピングトウール 1点、チョッパー 1点、 ff石状の

喋 1点、剥片類71点である。石材別分類では、安山岩56点、泥岩17点、喋器と礁が凝灰岩で 3

点、その他が 2点で安山岩が最も多い。

スクレイパー(1 -4) 1は断面が三角形を呈し、両縁が並行する縦長剥片を使用する。

恭IJ片の先端部に数回の打撃を加え、刃部を作り出している。エンドスクレイパーとして良いで

あろう。一部を破損する。器長4.1cm、器幅1.8cm。安山岩製である。 2は上部に自然面を残す

が、第一次剥離面は観察きれない。両面・両側縁から数回剥離した後、縁部に細かく調整を施

す。両側縁に刃部を設けた、サイドスクレイパーと考えられる。完存する。器長4.1cm、、器幅

2.4cm。安山岩製である。 3は、暴Ij片を使用したエンドスクレイパー状の石器である。刺片の下

端部に、数回の剥離を施し刃部を設定する。刃部は、直線的である。完存し、器長 2.6cmとな

る。安山岩製である。 4は剥片の片側に調整痕が認められる。両面から雑な剥離が施される。

片刃のサイドスクレイパー状の石器であろう。器長3.0cm、器幅2.4cmである。安山岩製。

チョツパー (21) 数個に分割された喋の一つに調整を加えたと考えられる。片面には自然

面を残し、もう一方の面に素材自体を調整した剥離面を留める。その喋の端部片面に連続した

調整を施す。刃部は、使用によるためか、全体的に磨滅し、丸昧を帯びる。器長4.3cm、 器幅

5.6cm。石材は凝灰岩である。

チョッピングトウール (22) 自然礁を使用する。一端に両面から剥離が加えられ、刃部が

作り出されている。表には 4回の、裏には l回の打撃による制離痕が認められる。刃部の幅2.8

cmである。石材は凝灰岩。

剥片類(5 -20) 規則的に剥離された定形的な剥片はみられない。 9-12の剥片が比較的

大形で、ある他は、小剥片が多い。 11-13には自然面が残る。 7. 12は、折断きれ、分離して出

土した剥片が接合したものである。 5-13の石材は安山岩である。質感が近似するため、同一
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の母岩から作出された剥片と思われる。 14-20の石材は il~岩である。軟質なため表面の磨滅は

著しい

この他には台石状の自然喋と、砕片類が出土した。

• Kブロック (第25・26図)

牛;フoロックは、第 2地点のT22-06グリッドを:t.に険/1¥きれた n 1('作 3mほどの範院lをもっ。

谷部に近いため、第II層以下については平士阿部と異なる。各層の境カ、不鮮明となるが、部VI

層までソフト化が進んでいる。遺物は、ソフト化が最もJ架くまで達する位置から出土し始める

が、それらは一部で、第四層上位から中位にかけて集中した。

出土遺物総数は36点である。石器はスクレイ川ー l点、多IJtHm35点となる。 1i材別では、メ

ノウ19点、頁岩6点、黒曜石 6点、玄武岩 3点、安山岩 1点、砂岩 1点である。

スクレイパー(1 ) 断面が三角形を呈し、やや厚い剥片を使用する。弧状の先端部に刃部

を設ける。エンドスクレイパーとしてよいであろう。器長2.4cm、器幅2.7cm。メノウ製である。

剥片類(2 -8・10-21) 規則性のある定形的な剥片はなく、小形のものが多し、。 2はぷ

部を欠損するが、遺存する一部に小さな加工痕が認められる。 2-10の石材はメノウである。

11-16の石材は頁岩である。 11・14のように細〈鋭い両縁をもつものもある。 16・17は黒曜石、

18・19は玄武岩で小形である。 20は自然面を残す砂岩の剥片である。

接合資料(7・9) 7はメノウ製の小剥片が 2点接合した例である。 9は、 1のエンドス

クレイパーに、 8ともう l点の剥片が接合している。石器の素材を調繋する過私!で、剥離され

た;I<IJf't'であろうか。

. Lフロック (第27・28図)

本ブロックは、第 4地点のX25-01・02グリ yド付近に位置する。出土範囲は、直径約 5m 

ほどの内で、散発的な出土状況を呈した。

出土層位は、第四層中位以下である。原因は不明であるが、 2点のみが、第羽層で検出され

た。出土遺物総数は15点と少量である。石器は、メノウ製の剥片14点とホルンフェルスの敵石

L点で‘ある。

t!J片類(1 -4 ) 規則性のあるものではな L、。 3・4の一部には自然面を残す。 3は2点

の剥片が接合したものである。小剥片の方は、第羽層上位で検出され、 50cmほどのレベル差が

ある。

敵石(5 ) 扇平で楕円形に近い石材を使用する。周辺部に磨痕が認められる。端部に打撃

によると思われる使用痕カ・あるため敵石とした。器長9.2cm、器幅 7.7cmで、ある。
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.Mフロック (第29・30・31図)

本ブロックは、第 4地点の平士阿部である。 X26グリッド内で検出された。東西約15m、南北

約10mの、比較的広い出土範囲である。石材別にまとまっている傾向ヵ、あり、 X26-13グリッ

ド付近の頁岩の小ブロックと、 X26-23グリッドの安山岩を中心とする小ブロックに分けられ

る。 I両j小ブロックには、共通して出土する石材も含まれ、接合関係もあるため、二つを含めて

lフーロックとした。

周辺のローム層は比較的撹乱を受けず、安定した状態である。遺物の出土層位は、第四層中

位から下位である。

出土遺物総数は30点である。これらは、余IJ片類29点、石核 I点となっている。石材別では、

頁岩が多く 21点、安山岩 5点、メノウ 3点、黒曜石 1点となる。

剥片類(1 -18・20-24) 1-18は頁岩製の剥片で不定形が多い。その内で2・4は石刃

状の剥片に近い形を呈している。同一母岩の資料と考えられる。一部に自然面を残すものが多

い。 20・21は安山岩製である。 21は折断される。 22はブロックからやや離れて出土した、黒日程

"fi製の剥片である。 23・24の石村はメノウで、 24は一部に加工痕が認められる。

石核 (25) メノウの石核である。打面は自然、面を剥L、で設けられる。下部は表裏に剥離面

が認められ、打面は残存しない。

接合資料 (15・19) 15は折断された剥片に、もう 1点剥片が接合したものである。 3点の

出土地点は、それぞれ近接した位置である。 19は3点の剥片が接合したものである。 3点はブ

ロック内で間隔を置いて出土している。剥離は、雑に作り出された打面を使用し、少しずつ移

動しながら剥がされたものである。
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-ブロック外出土遺物 (第33図)

遺物集中地点には伴わず、離れて単独で出土した遺物もある。出土層位は撹乱層と、第III層

からのものである。ブロック外出土として取扱った遺物数は少なく、合計で9点となっている。

定形的な石器が多〈、尖頭器 5点ナイフ形石器 2点、使用痕の認められる剥片 2点である。

尖頭器(1 -4) 1は両面加工の柳葉形尖頭器である。第II層下位の出土であるが、原位

置を変えていると考えられる。使用によるものか先端部を欠損する。残存器長6.3cm、器幅1.8

cm。石材は頁岩である。 2は両面加工の小形尖頭器である。縁部のみに連続的な調整が施され、

素材の中央部まで調整は達せず、第一次剥離面を両面に残す。 1は第一次剥離面を残さず調整

され、全体的に細身であるのに対し、 2は周辺の調整に限られ、基部近くで幅が広くなる。 2

は完存し器長3.7cm、器幅1.5cm。チャート製である。撹乱層の出土であるが、 Cブロック出土

の資料と石材が酷似する。 3はメノウ製の両面加工尖頭器の基部である。残存する部分が僅か

で、全体については不明である。第III層出土。 4は両面加工の有舌尖頭器である。先端部と基

部を欠く。残存器長5.1cm、器幅1.9cm。撹乱層から出土し、石材は泥岩である。この他 l点尖

頭器の先端部の出土がある。

ナイフ形石器(5 ) 頁岩製の縦長剥片を調整したナイフ形石器である。刃部の背面 3分の

2にプランティングが施される。器長2.8cm、器幅1.2cm。第四層出土である。この他に 1点安

山岩製の剥片に簡単に調整を加えたナイフ形石器が検出きれている。

使用痕の認められる剥片(6・7) 6は基部に近いー側辺に使用痕が認められる。撹乱層

出土。 7は鋭い両縁に使用痕が認める石刃である。器長7.Ocm、器幅2.8cm。第III層出土である。

両方メノウ製である。

第 2節 その他の遺構と遺物

先土器時代の石器集中地点の他、竪穴状遺構2基、堀・溝状遺構 2基、陥穴状土境 2基を検

出した。いずれも直接遺構に伴うと考えられる遺物の出土が無く、明確な時期については不明

である。遺物としては、縄文時代の土器片・石器類、土師器の破片等が検出きれている。

002号跡 (第34図)

本跡は第 2地点の調査区域のほぽ中央、 S21-25・T21-05グリッド付近に位置している。

平面形は長軸1l.70m、短軸5.30mの略隅丸長方形を呈する。主軸方向は、 N-47・-wである。

南西の辺は内側に張りをもち、北東辺は外側に張るため、ややゆがんだような形になっている。

表土を剥ぐとすぐに検出された。覆土の土層は以下のとおりである。

1. 暗褐色土。 3cmほとーの小ロームブロックと荒いローム粒を含む。

2. 黒褐色土。荒いローム粒を含む。
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3.褐色土。炭化粒・小ロームブロックを含む。

4.褐色土。炭化粒・小ロームブロックを含み 3層より暗くなる。

5. 暗褐色土。ローム粒・小ロームブロックを僅かに含む。

6. 褐色土。黒色土中に荒いローム粒を含む。

7 .暗褐色土。小ロームブロックを多〈含む。

8.黄褐色土。ローム粒が主でその中にロームブロックを多く含む。

9.黄褐色土。荒いローム粒と小ロームブロックでしまりは弱い。

以上のようであった。

壁の遺存は、本跡が斜面に位置するため、北東壁が高〈、南西壁が浅くなる。北西壁上端の

一部に崩落部分があるが、全体として遺存は良好で、ある。壁下に溝は認められず、やや傾斜し

て立ち上がる。

床面は第羽層から第四層に設定される。やや南に傾斜するカ、ほぽ平担である。面は特に硬く

した様子はみられず、やや軟弱な部分も認められる。入口に相当するであろう位置は不明であ

る。

ビットは 5個検出された。各コーナー付近に4個、 P3とP5の中間に 1個であり、各ピット

とも壁から50cmほど離れた位置に真直に穿たれる。直径は30cm前後で、深さは P3が最も深〈

78cmで、ある。 P1とP2の聞に P4と対応するであろうピットは存在しない。

遺物は覆土から縄文時代の石銑 l点が出土しただけで、他の遺物はどこからも検出されなか

った。

本跡は形態的には竪穴住居跡に近いが、炉が存在せず、日常の生活の場として使用されてい

たとは決められない。

.003号跡 (第35図)

本跡は、 002号跡の北西に縦に並ぶように検出された。主なクリッドはT21-08・09・12・

13・14・17・18である。

平面形は、各辺の長さが少しずつ違っているので不整な隅丸長方形となっている。 4つの隅

の内で北側の 2角が南の 2角より丸味をもっ。規模は長軸10.55m、短軸7.05mの大形で、ある。

主軸の方向は、 N-55・-wである。

覆土の状態は次のようである。

1 .暗褐色土。荒いローム粒と小ロームブロックを含む。

2.黒褐色土。荒いローム粒を含む。

3.黄褐色土。炭化粒や小ロームブロックを含む。

4.褐色土。ローム粒を含む。

5. 暗褐色土。小ロームブロックを含む。
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6. 暗褐色土。 5層と近いがローム粒が多い。

7.暗褐色土。ロームブロックをやや多く含みはそぼそする。

8.黄褐色土。ロームブロックや荒いローム粒を多く含み、密な状態ではなくぼそぼそとす

る。

9.黄褐色土。ローム粒・ロームブロックと黒色土が僅かに入る。

以上である。

壁は北西側の一部に撹乱を受けているが、比較的良好に遺存する。壁溝は認められず、僅か

に傾斜して立ち上がる。壁高は最大で'85cmほどになっている。

床面は第四層に設定される。南に僅かに傾斜するが凹凸が少なく平担といえる。一部分に硬

質となる所が残るが全体的にやや軟弱な床となっている。

ピットは 9個検出された。柱穴と考えられるピットは P1-P7の7個である。 P4以外の

6個は、それぞれ壁際に掘られている。

炉は存在せず、遺物は覆土中から縄文時代の遺物が数点検出されただけで、床面付近からは

何も出土しなかった。覆土中の遺物は、流れ込んだものと考えられる。

本跡も 002号跡同様、性格等については明らかではない。

. 004号跡 (図版 9参照)

本跡は第 2地点のU21・22の大グリッド内をほぼ南北にとおる溝状遺構である。調査区域内

に限り全掘したが、さらに南・北へ伸び、ると思われる。幅1，8m -2.4mである。検出面からの

深さは平均50cmほどである。

覆土は黒色土を主にローム粒等が混入し 6層に分けられる。 1-4層までと、 5・6層とは

その境界が硬くなっているため明瞭である。これは二度溝が同一場所で堀り変えられた結果で

あろう。断面は、中段までは緩やかに下り、さらに一段落ちる形となっている。

底面は硬質ではなく、小さな凹凸がみられる。遺物は 1点も出土しなかった。

.005号跡 (第36・37図)

本跡は谷部に当たる第 3地点で検出された。大グリッドのW23.X22・23に広がる大形の溝

状遺構である。北西に伸びると考えるが、調査区域内のみ発掘した。そのため全体の形状につ

いては知ることができない。

規模は、発掘を行なった部分の南東の立ち上がり下端から長さ約40mをisIJる。幅は下端で、

5.5-6.5m、上端で8.5-9.5mである。上端部は本来の掘り込み部分が崩落したため、外側へ

と広がっていったと考えられる。遺存する中段の幅は6.5-7.5mである。

覆土は場所により多少異なるが、基本的には第37図のようになる。
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第I層、表土撹乱層。

1 .暗褐色土。ぽそほ、そとした黒色土とロームでしまりがない。

2.暗褐色土。ぼそはそとした黒色土と小ロームブロックでしまりがない。

3.黒色土。細粒の黒色土にローム粒・焼土粒・炭化物を含む。

4.黒褐色土。黒色土にローム粒と焼土粒が混ざる。

5.暗褐色土。鉄分を多く含むと考えられる黒色粒(以下黒色粒)に黒色土・ローム粒・炭

化物片が混入する。

6.黒色土。黒色粒にローム粒が含まれる。

7 .暗黄褐色土。ローム粒と黒色粒でやや砂質となる。

8.黒褐色土。黒色土に黒色粒が含まれ硬質となる。

9.黒褐色土。黒色土に黒色粒・ローム粒を含み硬質である。

10.黒褐色土。黒色粒と僅かにローム粒を含み、粘性がありしまりが強い。

以上である。

底面は壁際で凹凸がみられる。全体的には南東端に向かつて僅かに傾斜する。荒掘りした後

に床を整えたと考えられ、面は平坦で、ある。特に硬くした様子はうかがわれない。壁の掘り込

みについては先に述べたが 断面は略箱掘の形となっている。

ピットが中央にー列に並ぶように検出された。直径70cm前後、深さ70cm以上と、直径30cm、

深さ50cm程度の 2種類のピットが認められる。ピット聞の間隔に一定のものが認められず、 2

種類のピットの関係は不明である。ただ、大きなピットが 2個接しては掘られなかったようで

ある。

出土遺物 (第38図)

覆土下層に破片で流れ込んだような状態で出土した土師器である。高杯で脚部を欠損する。

杯部の約 2分の lが復元され、口径14.8cm、杯部の器高6.OcmをiRIJる。胎土は長石粒を含み、焼

成は良好で・ある。調整は内面に放斜状に、外面は横方向にへラ磨きが施されるが、僅かにハケ

目痕を残している。色調は明褐色を呈する。

この他にも覆土中から土師器の嚢の破片数点が出土した。また、縄文時代の石鎌 l点が出土

している。

.001号跡 (第39図上)

本町、は第 2地点の S21一07グリッドを主に位置する陥穴状土壊である。

長径2.4m、短径1.4mの楕円形を呈し、長軸の方向はN-410-wである。底面の長径1.35m、

短径0.62mで南東の底面やや上位がオーバーハングされる。掘り込みは中段で急斜となり底面

に達し、底面はほぼ平坦である。
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検出面からの深さは約 2mで、覆土の状態は次のとおりである。

1.暗褐色土。ローム細粒・炭化粒を含み密な状態である。

2. 黒色土。ローム粒を含み粒子が細かく密である。

3. 黒褐色土。ローム粒を含み轍密。

4.黒色土。ローム粒を僅かに含む。

5.黒褐色土。粒の細かいローム粒を均一的に含み轍密。

6.褐色ローム土。ソフトローム粒に僅かに黒色土を含む。

7.褐色ロームブロック土。中・小のロームブロックを多〈含みごろごろとする。

8.暗褐色土。ローム土に小ロームブロック・黒色土が含まれ、しまりが弱い。

9.褐色ロームブロック土。中・小ロームブロックでごろごろする。

10.黒色有機質土。真黒な有機質土でぱきつく。

11.褐色ローム土。ソフトローム土でやや粘性がある。

以上である。全体的に覆土はしまっており、その中から遺物は l点も検出きれなかった0

.006号跡 (第39図下)

本町、は第4地点W26-04グリッドに位置する陥穴状土壊である。

検出面での規模は、長径2.34m、短径0.6mの長楕円形を呈する。長軸の方向は、 N-25・-

Eである。底面は長径1.9mで、短径は北東側では西に、南西側では東にそれぞれオーバーハ

ングされ、 0.35mほどを測る。面は平坦で・ピットは検出きれなかった。

検出面からの深さは 1mで比較的浅い。覆土は次のとおりである。

1.時褐色土。僅かに炭化粒と焼土粒が含まれる。

2. 褐色ロームブロック土。小ロームフ守ロックを多く含む。

3.褐色ローム土。ソフトローム土に小ロームブロックが含まれる。

4.褐色ロームブロック土。大形のロームブロックで硬質。

5. 暗褐色土。有機質の黒色土が含まれ若干粘性をもっ。

6. 黒褐色土。有機質の黒色土に僅かにローム粒が含まれやや粘性がある。

以上である。本跡も 001号跡と同様に遺物は l点も検出きれなかった。
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-その他の遺物

遺構には伴っていないが少数の土器片・石器が検出された。

土器 (第40図)

1・2は表裏に条痕文が施される。さらに表面には沈線文が引かれる。また、 1は口唇部に

連続した押捺が認められる。焼成は良好で、褐色を呈する。 3・4・5は帯縄文を有する土器で

ある。波状口縁をもっ鉢形土器の同一個体と考えられる。 4 ・5は 21闘の貼り付け文が付され、

波頂部に当たる。帯縄文は沈線文によって区画される。焼成は良好。

石器 (第41図)

縄文時代の石器として石鍛20点が検出きれた。石材は様々で、黒曜石・チャート・砂岩・メ

ノウ等が使用されている。

1 -19は無茎の石鍬である。 1-7くらいまでは、基部の挟が深く及んでいる。 18・19の基

部は直線的で、ある。 20は有茎の石銑で、基部は直線的に作られている。
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No 遺物番号 長さ 中国 厚き 石 材 No 遺物番号 長さ 幅 厚さ 石 材

1 Y25-0301 3.4 2.1 0.75 黒曜石 11 822-2201 (2.1) 1.7 0.3 チャート

2 821-1408 (2.8) 2.1 0.5 砂 岩 12 H20-0001 2.3 1.7 0.5 黒曜石

3 003-0001 (3.1) 1.95 0.4 メノウ 13 X25-2001 2.0 1.85 0.3 チャート

4 表 採 2.5 1.65 0.3 チャート 14 表 採 (2.2) 1.9 0.4 チャート

5 X26-1201 1.6 1.05 0.2 メノウ 15 X23-0701 2.15 1.45 0.4 チャート

6 T22-0601 1.85 (1.1) 0.4 黒 限 石 16 表 採 2.1 1.6 0.4 チャート

7 T22-0902 1.5 1.35 0.3 黒曜石 17 T22-1401 1. 75 1. 75 0.4 チャート

8 R21-1801 1.6 1.55 0.35 黒 曜 石 18 T22-0901 1.8 1.8 0.5 凝灰岩

9 005-0012 1.7 1.45 0.3 チャート 19 002-0001 1.7 1.7 0.35 黒隠石

10 W25-1401 1.95 (1.4) 0.3 チャート 20 E18N -0001 1.65 1.65 0.4 7尼 岩

石鎌一覧表

口民
U

F
h
u
 

(単位 cm) 



第 4章 小結

本遺跡は、調査の結果先土器時代を中心とする遺跡であることが判明した。検出された遺構

は、先土器時代の石器集中地点13、縄文時代以降の遺構6である。以下これらの成果について

まとめておきたい。

-先土器時代

調査によって検出したブロックは13であるが、その石器の出土総数はブロック数と対比する

と少数であった。しかし、地点は分かれるものの、立川ローム層中に数枚の文化層を確認し得

たことは、一つの成果といえよう。

千葉県内の先土器時代の遺跡も、千葉ニュータウン内の各遺跡をはじめとし、その数を日一

日と増している。その中には複数の文化層を認める遺跡も少なくはない。そうした状況から比

較的遅れていた、研究の面においても、編年的・構造的な研究が進められるに至っていむ1伊

年的な作業において、房総における石器群の時期区分は、武蔵野台地におけるそれに近づけて

行われている。次に本遺跡の時期的傾向についてふれてみたい。これは当地方の立川ローム層

の薄いこのもあり、帰属する文化層の断定は、危険性をもっといわざるをえない。

現在武蔵野台地の石器群は、赤j畢威・小田静夫・山中一郎氏等により、 20の文化層の石器組

成が、第 I文化期から第W文化期の統合された文化層に捉えられ、さらに各文化期の細分が行

われている。本遺跡で検出した石器を武蔵野台地の成果に対応して考えた場合、少なくとも 3
(註 2) 

枚の文化層が存在したといえる。そこでブロック外で出土した資料も含め、検出した石器の時

間的変遷を、三里塚馬場第 I期から第W期と仮称し、武蔵野台地の編年と対比させつつまとめ

てみたい。

三里塚馬場第W期

武蔵野台地における先土器時代第W文化期に相当する時期を当期とした。

今回の調査では、ブロックとしては検出きれなかった。プロック外で出土した第33図 lの柳

葉様の両面加工の尖頭器の位置付けを考えて、三里塚馬場第W期を設定しておく。

三里塚馬場第皿 b期

第11層中位から第III層下位で検出した、 A.Cブロックを第IIIb期とした。この出土層位に

ついては、ソフトローム層の堆積が非常に薄いため、その中で上・中・下位と分けることは無

意味なことかもしれない。

Aブロックは、打面調整された円筒状の細石核と、それより主に剥離されたであろう細石刃

を中心とする。他の石器としてナイフ形石器・スクレイパーが含まれる。ナイフ形石器は 2点

出土している。両方とも横長剥片の一部に僅かに調整を施しナイフ形石器としているものであ

る。スクレイパーは、自然面を残す縦長剥片のー縁にエッジを設けるもので、サイドスクレイ
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ノtーの一種である。この器種は、時期的にこれより下って出土頻度を高めるのではなかろうか。

Cブロックは、 Aブロックと石材が近似する資料を含むため、第IIlb期とした。細石器は検

出されず、 Tool としては縦長剥片のー縁に弱いプランテイングを施したナイフ形石器が 1点

である。

両ブロックの剥片類は、大形のものは少なく不定形である。

ブロック外で出土した小形の尖頭器(第33図 2)等は 細石器に伴うと考えられる。

以上のようなことから当期は、武蔵野台地では、第III層中位に分布し、細石器が主体となる

先土器時代第III文化期に対比できると思われる。

三里塚馬場第IIla期

武蔵野台地の先土器時代IIb期に対応されると考える時期である。石器の特徴から第IIlb期

とは分離し、 Bブロックを当該期とした。層位的には、第凹層の出土であるが、第W層の大部

分がソフト化きれるため、第III層との明確な区分は不可能に近く、本来の第W層がどの程度遺

存していたのかは不明である。 Tool として断面三角形を呈する片面加工の尖頭器 1点と、ナ

イフ形石器 1点がある。ナイフ形石器は縦長剥片の周囲に調整を施したもので小形である。ブ

ロック外で出土したナイフ形石器(第33図 5)も本期に含めておきたい。剥片類は縦長のもの

が多く、鋭い縁に使用痕を残すものもある。

三里塚馬場第II期

第W層~第V層下位から第四層上位で検出した D.E.F・Gの各フ*ロックが該当する。こ

れは武蔵野台地における先土器時代 1C亜文化期に相当するものと考えられる。 Tool はFブ

ロックから出土したスクレイパーが1点と資料的に乏しい。この時期に盛行していると考えら

れるナイフ形石器を 1点も出土していない。また、剥片も不定形で、石刃状の剥片が認められ

ない。

F.Gブロックは接合関係から同時期存在が確認された。

三里塚馬場第 I期

第2黒色帯で検出した H・1. J . K・L.Mの6ブロックが該当する。最もまとまった資

料を提示した文化層である。武蔵野台地の第四層下位から第X層上位に分布する、先土器時代

第 1b亜文化期に比定することができょう。この文化期の特徴的石器として、石核石器と、斧

形石器があげ.られている。

石核石器は、 Hブロックの使用痕を残す石核と、 Jブロックの喋器がある。 Hブロック出土

の石器(第18図 6)は、連続した調整は施されていないが、刃こぽれ状の使用痕が認められる。

Jブロックで出土した石器は、喋に数固め打撃を加え刃部刃部を作り出した。チョッパーとチ

ヨツピングトウールである。この 2点の調整は簡単で、あるが、加工の際に生じたと思われる剥

片・砕片類は、 l点も検出きれなかった。他の石器では、 Jブロック出土のスクレイパー状石
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器(第22図 1-4 )が目に付く。特に、 2は第一次剥離面を残きず調整カ、施されている。他の

3点についても加えられた調整は、比較的細かい。 Iブロックからナイフ形石器が l点出土し

ている。これは、縦長剥片の素材に僅かに調整を施した簡単なものである。ナイフ形石器の初

期の特徴の一端を示しているといえよう。第 I期からは比較的多くの石器類が出土したが、斧

形石器は検出きれなかった。

以上武蔵野台地の成果と対比しつつ、本遺跡の第 I期から第W期について概観してみた。本

遺跡では、武蔵野台地における先土器時代第IIa亜文化期と、最古に位置付けられる第 1a亜

文化期については、該当するブロックは検出きれなかったと思われる。

このように調査成果のーっとして、編年的位置付けを試みたが、 Tool の数が少なく完全な

もの Eはいえないことを付記しておく。また、各ブロックの性格、さらに下総合地の他の遺跡

との関連においての時間的位置付けについては、今後の課題となろう。

-その他の遺構について

縄文時代以降に位置付けられる遺構は 6基である。直接遺構に伴う遺物が検出されず、時期

の決定を難しくしている。

竪穴状遺構

002・003号跡が該当する。 2基は、ほほ主軸方向を等しくする。また斜面に検出されたこと

に共通性をもっ。

構造の面の特徴として、床面を平坦にし、柱穴が掘られる竪穴住居跡状を呈することがあげ

られる。床面は荒掘りの最終段階で整えられたもので、貼床面ではない。僅かに傾斜はするが、

面は凹凸が少ない。柱穴は、両棚、とも壁際に掘られる。掘り込みの直径は大きくないが、真直

に比較的深〈掘られる。生活の場であるならば、;炉が設けられるであろうが両跡には認められ

ない。遺物も床面からは出土しなかった。壁は、上端の一部が崩落し、遺構が廃棄されてから

埋土が充満するまでに時間カ、あったと思われるご住居というより一種の室的使用を目的として

構築されたと推測されるが、用途についての詳細は不明である。

両跡とも時間的には近いと考えられるが、構築時期・性格は明らかではない。

溝状遺構

004・005号跡が該当する。 004号跡からは遺物は検出されなかったが、覆土の状態等から比

較的新しい時代の所産と考えられる。かつてこの地域が牧や、競馬場として使用されていたこ

とから、これに伴っていた遺構と判断される。確認のトレンチ内でも、数条の同種の溝が検出

きれている。

005号跡は谷部に位置する大溝遺構である。南東の端については、調査区域内に検出するこ

-
E
A
 

ハ
h
u



とができたが、調査区外の北西に伸びるため全体について確認し得なかった。本跡は発掘した

部分の規模からみて、溝というよりも堀状の遺構といった方が適切かもしれない。発掘部分で

の平面形は直線的に掘られ、その方向は谷の向かう方向と同ーとなっている。

本跡の使用目的・構築年代となると不明な点が多い。 004号跡のように発掘調査によって明

らかになる溝以外に、本遺跡の周辺には現在も野馬堀や、野馬土手が存在している。仮:ニ牧に

関連した野馬堀状の遺構とした場合、馬が本跡に落ちたと想定すると、馬の受ける損傷は致命

的なものとなってしまい、堀の目的は無意味となってしまう。また、囲むようにして目的が達

せられるものであるなら、本跡のような切れ方は不自然といえる。したがって野馬堀と同類の

遺構とするには無理があるだろう。大胆な仮定として、水を蓄える施設として、牧内で使用し

たとか、対人間用の防塞施設であった等とも考えたが、遺構および周辺の状況等からいずれも

説明がつかず、用途については推測の域を出ない。底面中央に配されるピット列は、杭状のも

のが掘り込まれていたであろつが、その目的も、本跡の用途が判明しなければ、推測するのみ

が可能で‘ある。

次に構築の年代であるが、比較的新しい時代の遺構であるならば、記録として残されている

だろうが、そういった記録も存在しない。周辺の老人の記憶でも本跡の所在が分かるような形

跡はなかったとのことであるし、明治時代前半に作製されたこの地域の地形図にも本跡、を示す

記載はない。遺構の上端部が崩落しているのは、使用期間内であったのか、廃棄されてから覆

土が充満する聞にそうなったのかは不明である。しかし、覆土の下層は非常に硬くなっており、

幾重もの層に分けられる土層は、この遺構を掘った際に生じた土を埋戻したのではなく、長期

間にわたって自然に堆積したことが観察される。老人の記憶や地形図の中に本跡の形跡、が見当

たらないということは、少なくとも明治時代前半には完全に埋まっていたと考えることが可能

となろう。覆土の中位以下から和泉式の土師器が出土しているが、流れ込んだような出土状況

であったし、 1点のみということもあり、時期決定の遺物とするには根拠が弱いと思われる。

しかし、この遺物は、この周辺が古墳時代生活の場として利用されていたことをうかがわせて

いる。

以上のように本跡の構築目的・年代については、決定する資料に欠けている。類例の検出を

まって検討してみたい。

陥穴状土墳

001・006号跡が該当する。遺物の検出はなかったが、縄文時代に属する遺構となろう。この

他に石鍛等が検出され、この地が縄文時代も狩猟の場として使われたことを物語っている。

以上が検出された遺構と遺物についての簡単なまとめである。一応の調査成果をおさめるこ

とができたが、今後木戸川流域の調査が進められる過程で、本遺跡のもつ性格を再び考えてみ

たい。

つ白PO
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第 3表 ブロック別石器一覧表

A B C D E F G H J K L M 外 許

細 石 刃 21 21 

細石刃 刃 核 l l 

尖 頭 器 1 5 6 

ナイフ形石器 2 l 1 1 2 7 

スクレイノf 1 l 4 1 7 

最リ 片 類 26 11 4 7 3 34 11 11 16 71 35 14 29 2 274 

チ ヨ ッパー 1 l 

チョ Yピングトウール 1 I 

敵 石 1 1 1 

石 核 4 1 1 l 1 9 

磯 1 2 

品口、 計 56 13 6 8 4 35 11 12 17 78 36 15 30 9 330 

第 4表 ブロック別石材一覧表

A B C D E F G H J K L M タト 計A 口

黒 H醤 石 5 4 6 1 17 

チ ヤ ト 43 3 4 4 55 

安 山 岩 12 I 4 10 56 1 5 2 91 

頁 岩 2 2 1 2 6 21 2 37 

メ ノ ウ 11 1 5 2 19 14 3 3 58 

玄 武 岩 24 3 27 

砂 岩 1 l 5 6 1 14 

石 英 1 l 

i尼 岩 2 3 17 1 22 

ホルンフェルス 1 1 

凝 灰 岩 1 3 4 

そ の 他 1 2 3 

Z口A 計 56 13 6 8 4 35 11 12 17 78 36 15 30 9 330 

-67-



Summary 

This report concerns archaeological investigation carried out at the Sanrizuka 

Baba site by the Cultural Properties Center of Chiba Prefecture. This excavation 

was rescue operation brought about by the constrllction of the Sanrizuka Danchi 

(housing development). The investigation of this site was undertaken from April 1 

to September 30 in 1980 and the same term in 1981. 

The site is located at Sanr・izuka，Narita city， in the northern part of Chiba 

prefecture. Narita city is situated on the center of the Shimousa Plateau， and the 

site is located the upper course of the Kido river， that flows into the Pacific Ocean‘ 

An area of over 7，000m' was excavated so we disclosed 13 blocks of Preceramic 

artifacts and 6 features of uncertain age etc. 

(Preceramic artifacts) 

Although only a small nllmber of artifacts were excavated， we discovered， at least 

3 Cultural Layers. Artifacts yielded from the 3 Cultural Layers were as follows. 

(1) Layer皿-21microblades， a microbladecore， knifeshaped tools， 

f1akes (Block A・B・C)

(2) Layer lVLower through Layer vnUpper-a scraper， flakes (Block D・E.F.

G) 

(3) Layer vn -pebble tools (chopper， chopping tool)， scrapers (BlockJ) 

a kinfeshaped tool， flakes， cores (Block H ~ M) 

(Other artifacts and features) 

We found 2 small pits， 2 features resembling pit -dwelling， and 2 ditches， 

all of them containing no artifacts. Judging from the layers， the small pits are 

supposed to be feature in Jomon Period， and the other in rather modern age， but 

their further dating and use remain uncertain. 

Other unearthed artifacts were 20 arrowheads and very few potsherds. 
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1. 1区;Ii'民 (凶より )

2. III I;{ ;1(;;::; (砕lよリ )
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1 .第 2地点調査後 (南西より )

2. 第4地点調査後 (南東より )
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1 .土層断面 ( X25-09) 

2. Aブロ ソクilj;物出 L状汎 (南より )
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2. Fブロック遺物出土状況 (南より)
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1. 1ブロ ック造物出土状況 (南より )

2. Jブロ ック遺物出土状況① (北より )
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図版 7 

1. Mブロ ックiij-物出土状況① (北岡より )

2. M フロ ッ ク造物出土状ÌÝ~②
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1 . 002号跡 (南東より )

2 . 003号跡 (南東より )
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図版 10 

1 . 005号跡
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2. 005号跡土層断面①
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• 

2 . 001号跡土層断面

1 . 001号跡 (南東より)

4 . 006号跡、七層断面

3 . 006号跡、 (南西より)
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1. 1ブロ ック 出土遺物 (表)
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2. 1ブロ ック 出土遺物 (裏)
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1. Jブロック出土喋器(表)

2. Jブロ ック出土喋器(裏)
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1. Mブロ ック 出土遺物 (表)
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